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(57)【要約】
複数のバージョンの印刷ジョブの間で印刷要素３３，３
４を共有する方法は、すべてが単独の印刷ジョブ３０の
一部である印刷ジョブの複数のバージョン３１Ａ，３１
Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄの構造を提供するステップを含む。
異なる印刷ジョブバージョンの間で共有される印刷要素
３３，３４は同一であり、これを参照して異なる印刷ジ
ョブバージョンに戻すことができる。数量や上書き組み
付け方法等の印刷ジョブバージョンの特性の変更はすべ
て、その印刷ジョブバージョンにより参照された印刷要
素５１の中に自動的に反映される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の印刷ジョブのバージョン間で印刷要素を共有する方法であって、
　ａ）単独の印刷ジョブの一部である複数の印刷ジョブのバージョンの構造を提供するス
テップと、
　ｂ）前記印刷ジョブのバージョンのうちの少なくとも２つに使用される前記印刷要素を
特定するステップと、
　ｃ）前記少なくとも２つの印刷ジョブバージョンのために前記特定された印刷要素を参
照するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　ある印刷バージョンの特性の変更は、前記少なくとも２つの印刷ジョブバージョンによ
って参照された前記印刷要素の中に自動的に反映されることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記少なくとも２つの印刷バージョンによって参照された前記印刷要素の変更は、ある
印刷バージョンの特性の中に自動的に反映されることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の方法であって、
　前記特性の変更は、数量の変更であることを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項２に記載の方法であって、
　前記特性の変更は、面付け方式の変更であることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項４に記載の方法であって、
　前記数量の変更によって、前記印刷要素の数量も変更されることを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の方法であって、
　前記面付け方式の変更によって、前記印刷ジョブのバージョンの表紙部分も変更される
ことを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項５に記載の方法であって、
　前記面付け方式の変更によって、前記印刷ジョブのバージョンにおける前記印刷要素の
少なくとも１つも変更されることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷物製造計画の策定に関し、より詳しくは、複数の親により参照される共
有印刷ジョブ部分を扱う方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷物製造生産システムでは、印刷ジョブを説明する階層木構造が提供される。図１に
基本的な印刷ジョブ１０の構造を説明する表を示し、図２に基本的な印刷ジョブ１０の構
成部分の木の詳細な要素を示す。
【０００３】
　基本的な印刷ジョブ１０は、以下の印刷要素からなる。
ａ）通常、基本的な印刷ジョブ１０の内容全般を説明する親部分１１
ｂ）表紙の印刷に関する印刷要素を説明する表紙子部分１３
ｃ）基本的な印刷ジョブ１０の中身のテキストセクション等の印刷要素を説明する子部分
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１２
【０００４】
　基本的な印刷ジョブ１０では、基本的な印刷ジョブ１０を形成する部分（１１，１２，
１３）のすべてが、印刷ジョブ１０の１つのバージョンを印刷するために使用される。部
分（１１，１２，１３）は似通った印刷バージョン間で共有されない。この要求により、
印刷ジョブの少なくとも１つの部分が２つ以上の印刷インスタンスにおいて使用される印
刷ジョブと比較して、基本的印刷ジョブ１０の生産は単純である。
【０００５】
　図３に、代表的な例としての複雑な印刷ジョブ３０を表の形で示す。複雑な印刷ジョブ
３０は、基本的な印刷ジョブ１０より複雑である。たとえば、複雑な印刷ジョブ３０は４
種類のバージョンの本を作るための４５，０００冊の印刷である。複雑な印刷ジョブ３０
は、４種類の本（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）からなる。４種類の本の各々が、本Ａでは子部分３２
Ａ、本Ｂでは子部分３２Ｂ、本Ｃでは子部分３２Ｃ、本Ｄでは子部分３２Ｄを含む。これ
らの本はそれぞれ異なるバージョンであり、各バージョンには、そのバージョン固有の、
親部分１１と呼ばれる部分が含まれる。複雑な印刷ジョブ３０に含まれる子部分１２の中
には、本の異なるバージョン間で共有されるものがある。
【０００６】
　すべての親部分１１は、親部分に関連付けられ、かつこれらと合体される１つまたは複
数の子部分１２を有する。どの子部分１２も、親部分１１を１つしか持たない。子部分１
２は、親部分１１の間で共有されることが多い。このような共有部分の例としては、共有
表紙部分３３と共有テキスト部分３４がある。共通部分との関係付けは現在、手作業で扱
われ、すなわち、複雑な印刷ジョブ３０の製造を担当する人物が、複雑な印刷ジョブ３０
に含まれる各種バージョンの本の全部に使用するのに十分な量の共有部分が作られること
を確認している。同じ印刷ジョブの異なるバージョン間で共有される部分のリストを自動
で扱うための支援手段はない。
【０００７】
　今日利用可能な印刷物製造生産システムでは、印刷ジョブの複数の親または複数のバー
ジョンに依存する印刷部分の階層構造が支援されていない。このようなシステムによる製
造計画に変更を加えるには、煩雑な手作業が必要となり、したがってエラーが発生しやす
い。
【０００８】
　たとえば、親部分３１Ｂによって表されるバージョンＢの本の数を増やさなければなら
ない場合があるかもしれない。このような変更によって、本Ｂの子部分３２Ｂの数を増や
す必要が生じる。本Ｂの子部分３２Ｂには、本Ａと本Ｂで共有される表紙部分３３および
、本Ｂ固有のテキスト部分３５と共有テキスト部分３４（すべてのバージョンＡ，Ｂ，Ｃ
，Ｄの間で共有される）が含まれる。今日利用可能なシステムでは、上記のような製造計
画の変更から生じる親部分１１と子部分１２の変更はすべて、手作業でシステムに入力し
なければならない。
【０００９】
　さらによく理解するために、図４を参照する。図４は、複雑な印刷ジョブ３０の内容を
説明する印刷部分の木構造４１によって示される各種部分（１１，１２）の階層木構造を
示している。共有部分３３，３４は、複雑な印刷ジョブ３０の本のバージョンの中の１つ
、この例では親部分３１Ａによって示される本Ａに関連付けられる。本Ｂの子部分３２Ｂ
の量を２５，０００冊から３０，０００冊に増やすと、本Ｂの親部分３１Ｂと本Ｂの子部
分３２Ｂに影響が及ぶ。本の固有テキスト部分３５は自動的に更新されるが、共有表紙部
分３３と共有テキスト部分３４も更新されるべきである。共有表紙部分３３と共有テキス
ト部分３４は親部分３１Ａ（本Ａを表す）にリンクされているため、上記のように本Ｂの
数を増やしても、共有表紙部分３３と共有テキスト部分３４が自動的に影響を受けること
はなく、したがって、手作業で更新が行われ、人件費と材料費が変わってくる。
【００１０】
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　手作業による変更には、少なくとも以下が含まれていてもよい。
１．すべての関連する親部分に応じて、子部分の製造数量の計画を立てる。たとえば、あ
る子部分に関連するすべての親部分の合計が１００，０００部であれば、子部分の数量は
１００，０００部に変更する必要がある。
２．すべての共有される（共通の）子部分に応じて変更する必要のあるすべての仕上げ作
業（製本、梱包、出荷等）の計画を立てる。たとえば、梱包作業は、仕上げられる親部分
に基づいて計画されるのではない共有部分を考慮して、手作業でその計画を立てる必要が
ある。
３．共通の子部分の数量を変更するために、子部分に直接関係しないすべての親部分にお
いて発生するすべての廃棄分を手作業で計算する必要がある。
共有印刷部分の計画が変更されるたびに、使用者は関連する仕上げ対象の部分のすべてを
更新することを覚えていなければならず、このプロセスではエラーが発生しやすい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】欧州特許出願公開第０８０６７２１号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　簡単に言えば、本発明の１つの態様によれば、複数の印刷ジョブバージョンの間で印刷
要素を共有する方法は、単独の印刷ジョブの一部である複数の印刷ジョブバージョンの構
造を提供するステップと、２つ以上の印刷ジョブバージョンによって使用される印刷要素
を特定し、これらの印刷要素をそれぞれの印刷ジョブバージョンのために参照するステッ
プと、印刷バージョンの特性の変更を自動的に更新して、印刷ジョブバージョンによって
参照された印刷要素に適正に反映させるステップと、を含む。
【００１３】
　本発明の上記およびそれ以外の目的、特徴、利点は、以下の詳細な説明を、本発明の実
施形態の例を示す図面を参照しながら読めば、当業者にとって明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】基本的な印刷ジョブを構成する印刷部分を説明する表を示した図である。
【図２】基本的な印刷ジョブの印刷部品の構造を説明する概略図である。
【図３】いくつかの部分が印刷ジョブの異なるバージョンの間で共有される印刷部分を説
明する表を示した図である。
【図４】今日使用されている、印刷部分の構造と、印刷ジョブの各種バージョン間で共有
される部分の相互関係を示す概略図である。
【図５】本発明で開示される、印刷部分の構造と、印刷ジョブの各種バージョン間で共有
される部分の間の相互関係を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　複雑な印刷ジョブ３０は印刷物の製品群を含み、それぞれが本の固有の内容部分３５と
共有テキスト部分３４からなる。すべての製品を、材料費と人件費をなるべく無駄にしな
い最も効率的な方法で製造することにより、利益性を維持しながら、よい製品価格を設定
することができる。
【００１６】
　この目標は、複雑な印刷ジョブ３０の各種の部分の正確な数量の計画が効率的に立てら
れたときに達成される。本の固有の部分３５および共有テキスト部分３４を考慮するべき
である。複雑な印刷ジョブ３０は、好ましくは単独の製造インスタンスで実行されるべき
である。１つのジョブで異なるバージョンの小冊子やパンフレットを印刷して、セットア
ップ時間と、紙や印刷版等の材料の廃棄量を大幅に節約することが一般的である。
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　図５は、図４に示したものと同様の階層構造を示している。相違点は、複数の親との関
係リンク５１が加えられている点である。複数の親との関係によって、親部分１１は、複
雑な印刷ジョブ３０の異なるバージョンの間で部分（共有テキスト部分３４等）を共有す
ることができる。たとえば、共有表紙子部分３３は、本Ａの親部分３１Ａにリンクされ、
本Ｂの親部分３１Ｂと共有される。本Ｂの親部分３１Ｂも、共有表紙子部分３３とのリン
クを有する。別の例として、親部分３１Ａ，３１Ｂ，３１Ｃ，３１Ｄにリンクされた共有
テキスト子部分３４が示される。親との関係は、複数の親との関係リンク５１によって示
されている。
【００１８】
　複雑な印刷ジョブ３０の計画の中に複数の親との関係リンク５１を導入することによっ
て、製造計画が大きく変更される。複数の親との関係リンク５１により、ロバストで最新
の製品価格およびコスト情報が得られる。たとえば、労力と材料の計画における変更はす
べて、複雑な印刷ジョブ３０の計画の中で自動的に更新される。
【００１９】
　自動的な変更には、以下のものが含まれていてもよい。
１．関連する親部分１１の要求に適合する、子部分１２の適正な製造数量の計画を立てる
。
２．共有子部分（３３，３４）および、親部分１１への更新された情報との関係を考慮す
ることによって、更新する必要のある仕上げ作業（製本、梱包、出荷等）の計画を立てる
。この情報は、自動的に更新される。
３．共有子部分（３３，３４）の数量は、親部分１１の要求を正しく反映するように自動
的に設定され、生産時の廃棄分が最小限となり、複雑な印刷ジョブ３０の円滑な製造に必
要な部分の数量が不足するという事態が防止される。
【００２０】
　印刷計画製造システムにおいて複数の親を支援する必要性をもっとよく説明するために
、いくつかの例を挙げる。第一の例はカタログの印刷である。カタログ生産においては、
若干異なる複数のバージョンが必要となることがよくある。これは、複数の部分を組み合
わせたカタログの制作に関心を持つ異なる顧客グループに効率的に対応するために必要と
なる。これは、共有または共通の製品の一部分と特定の市場分野を標的とした製品を表す
他の部分を表す。このような特定分野は通常、特定地域を標的としたカタログ部分または
特定の性もしくは年齢グループを標的とした部分を表す。この場合、その印刷ジョブの各
種バージョンすべてにより参照される共通部分の合計の数量だけ、共通部分を印刷する必
要がある。
【００２１】
　別の例は、複数のバージョンの小冊子を生産することに関する。この実施形態は、同様
の内容であるが、各バージョンに必要な量が異なるために、異なる種類の仕上げが必要と
なる。この場合、内容は同じでも、製本形式が異なり、たとえば無線綴じか鞍綴じかによ
り、小冊子の表紙の大きさが影響を受ける。この例において、２つのバージョンは表紙の
特徴が異なるが、両バージョンの中身は同じままである。
【符号の説明】
【００２２】
　１０　基本的な印刷ジョブ、１１　親部分、１２　子部分、１３　表紙、３０　複雑な
印刷ジョブ、３１Ａ　本Ａの親部分、３１Ｂ　本Ｂの親部分、３１Ｃ　本Ｃの親部分、３
１Ｄ　本Ｄの親部分、３２Ａ　本Ａの子部分、３２Ｂ　本Ｂの子部分、３２Ｃ　本Ｃの子
部分、３２Ｄ　本Ｄの子部分、３３　共有表紙部分、３４　共有テキスト部分、３５　各
本の固有部分、４１　部分の木構造、５１　複数の親との関連リンク。
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【国際調査報告】
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